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１．使用前検査の概要①

当該装置の使用前検査としては以下の範囲を行う。

滞留水を含む油を処理するため、受水槽から排水まで使用前検査の対象となる。

排ガス系統については各槽出口から吸引ファン排気まで使用前検査の対象となる。
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強度・
耐震性

材料確認 実施計画に記載した主な材料に
ついて記録を確認する。

実施計画のとおりである
こと。

記録確認：
主な使用材料が実施計画のとおりであること、成分・
強度等が適合していることを材料検査証明書（ミル
シート）等により確認する。

寸法確認 実施計画に記載した主要寸法に
ついて記録を確認する。

寸法が許容範囲内である
こと。

記録確認：
寸法が実施計画のとおりであることを寸法検査記録等
により確認する。

外観・据付

確認※1

各部の外観を確認する。
機器の据付位置および据付状態
を確認する。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・
据付されていること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを確
認する。（耐圧・漏えい確認後に施工するフランジ部
については、間隙もしくは締付けトルクの確認を行
う。）

耐圧・漏え

い確認

受水槽、第1モニタリング槽、
循環槽、均一化槽、浮上分離
槽：
静水頭圧力で保持した後、同圧
力に耐えていることを確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分から
の漏えいの有無も確認する。

静水頭圧力に耐え，かつ
構造物の変形等がないこ
と。
また，耐圧部から漏えい
がないこと。

立会確認もしくは記録確認：
静水頭圧力にて10分間保持し、変形の有無、耐圧部
からの漏えいがないことを工場検査記録により確認す
る。

樹脂充填塔：
最高使用圧力の1.5倍の水圧で
保持した後、同圧力に耐えてい
ることを確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分から
の漏えいの有無も確認する。

最高使用圧力の1.5倍の
水圧に耐え，かつ構造物
の変形等がないこと。
また，耐圧部から漏えい
がないこと。

立会確認もしくは記録確認：
最高使用圧力の1.5倍の水圧にて10分間保持し、変形
の有無、耐圧部からの漏えいがないことを工場検査記
録により確認する。

※1 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項（集合槽（受水槽，第1モニタリング槽，循環槽，均一化槽），浮上分離槽，樹脂充填塔）

２－１．検査の確認項目（当社）について（油水分離装置）①
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強度・
耐震性

外観・据付

確認※2

各部の外観を確認する。
機器の据付位置および据付状態
を確認する。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据付されてい
ること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを
確認する。

漏えい確認 運転圧力で耐圧部からの漏えい
の有無を確認する。

耐圧部からの漏えいがないこと。
立会確認：
運転圧力にて10分間保持し、変形の有無、耐圧部
からの漏えいがないことを確認する。

性能
運転性能確

認 ※2
ポンプの運転確認を行う。

実施計画に記載した容量を満足するこ
と。また，異音，異臭，異常振動等が
ないこと。

立会確認もしくは記録確認：
実施計画に記載した容量にて運転し、運転時に異音、
異臭、異常振動がないことを立会もしくは工場検査
記録により確認する。

※2 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項（原水ポンプ，樹脂充填塔送りポンプ，処理水返送ポンプ，浮上油移送ポンプ）

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強度・
耐震性

材料確認
実施計画に記載した主な材料につ
いて記録を確認する。

実施計画のとおりであること。

記録確認：
主な使用材料が実施計画のとおりであること、成分・強
度等が適合していることを材料検査証明書（ミルシー
ト）等により確認する。

寸法確認
実施計画に記載した外径，厚さに
ついて記録を確認する。

実施計画のとおりであること。
記録確認：
寸法が実施計画のとおりであることを寸法検査記録等に
より確認する。

外観・据付
確認 ※3

各部の外観を確認する。
配管の据付位置および据付状態を
確認する。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据付さ
れていること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを確認
する。（耐圧・漏えい確認後に施工するフランジ部につ
いては、間隙もしくは締付けトルクの確認を行う。）

耐圧・漏え
い確認

最高使用圧力の1.5倍の水圧で保
持した後、同圧力に耐えているこ
とを確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分からの
漏えいの有無も確認する。

最高使用圧力の1.5倍の水圧に
耐え，かつ構造物の変形等がな
いこと。
また，耐圧部から漏えいがない
こと。

立会確認もしくは記録確認：
最高使用圧力の1.5倍の水圧にて10分間保持し、変形の
有無、耐圧部からの漏えいがないことを工場検査記録に
より確認する。

※3 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項（主配管（鋼管））

２－１．検査の確認項目（当社）について（油水分離装置）②
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強
度・
耐震性

材料確認
実施計画に記載した主な材料に
ついて記録を確認する。

実施計画のとおりであること。
記録確認：
主な使用材料が実施計画のとおりであることを図面，材料明細書，
納品記録，カタログにより確認する。

寸法確認
実施計画に記載した外径につい
て記録を確認する。

実施計画のとおりであること。
記録確認：
寸法が実施計画どおりであることを寸法検査記録により確認する。

外観・据
付確認 ※4

各部の外観を確認する。
配管の据付位置および据付状態
を確認する。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据付
されていること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを確認する。
（耐圧・漏えい確認後に施工するフランジ部については、間隙も
しくは締付けトルクの確認を行う。）

耐圧・漏
えい確認
※4

最高使用圧力以上の水圧で保持
した後、同圧力に耐えているこ
とを確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分から
の漏えいの有無も確認する。

最高使用圧力以上の水圧に耐
え、かつ構造物の変形がない
こと。
また、耐圧部から漏えいがな
いこと。

立会確認もしくは記録確認：
最高使用圧力以上の水圧にて60分間保持し、変形の有無、耐圧部
からの漏えいがないことを確認する。

※4 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項（主配管（ポリエチレン管））

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強
度・
耐震性

材料確認
実施計画に記載した主な材料につい
て記録を確認する。

実施計画のとおりであるこ
と。

記録確認：
主な使用材料が実施計画のとおりであること、成分・強度等が規
格に適合していることを図面、材料検査証明書（ミルシート）等
により確認する。

寸法確認
実施計画に記載した指定サイズ（呼
び径）であることを確認する。

指定サイズ（呼び径）であ
ること。

記録確認：
寸法が指定のサイズであることを納品記録等により確認する。

外観・据
付確認 ※5

各部の外観を確認する。
配管の据付位置および据付状態を確
認する。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据
付されていること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを確認する。
（耐圧・漏えい確認後に施工するフランジ部については、間隙も
しくは締付けトルクの確認を行う。）

耐圧・漏
えい確認

最高使用圧力の1.25倍以上の気圧
で保持した後、同圧力に耐えている
ことを確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分からの漏
えいの有無も確認する。

最高使用圧力の1.25倍以上
の気圧に耐え，かつ構造物
の変形等がないこと。
また，耐圧部から漏えいが
ないこと。

記録確認：
伸縮継手メーカ検査基準（一般産業品）による。製品検査圧力の
気圧にて10分間保持し、変形の有無、耐圧部からの漏えいがな
いことをメーカ検査記録により確認する。

※5 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項（主配管（伸縮継手））

２－１．検査の確認項目（当社）について（油水分離装置）③
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強度
外観・据
付確認

各部の外観を確認する。
機器の据付位置および据付状態を確認
する。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据付
されていること。

立会確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを確
認する。

機能
漏えい警
報確認

「漏えい」※6の信号により、警報が
発生することを確認する。

「漏えい」※6の信号により警
報が発生すること。

立会確認：
「漏えい」※6の信号により運転監視画面に警報が発生
することを確認する。

確認事項（漏えい検出装置及び警報装置）

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

漏えい防
止

寸法確認
実施計画に記載した主要寸法につい
て記録を確認する。

寸法が許容範囲内であること。
記録確認：
寸法が指定のサイズであることを寸法検査記録により
確認する。

外観確認 ※7 各部の外観を確認する。 有意な欠陥がないこと。
立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。

確認事項（漏えい拡大防止堰）

※6 : 漏えい検知器により信号名称は異なる。

※7 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

性能 性能確認

通常運転状態にて通油状態を確認す
る。

通常運転状態にて，油分解装置
（乳化槽）へ通油されること。

立会確認：
浮上油移送ポンプを運転し、乳化槽へ通油されること
を確認する。

通常運転状態にて通水状態を確認す
る。

通常運転状態にて，プロセス主
建屋へ通水されること。

立会確認：
通常運転を実施し、プロセス主建屋へ通水されること
を確認する。

確認事項（油水分離装置）

２－１．検査の確認項目（当社）について（油水分離装置）④
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強
度・
耐震性

材料確認
実施計画に記載した主な材料につい
て記録を確認する。

実施計画のとおりであること。

記録確認：
主な使用材料が実施計画のとおりであること、成分・強度等
が適合していることを材料検査証明書（ミルシート）等によ
り確認する。

寸法確認
実施計画に記載した主要寸法につい
て記録を確認する。

寸法が許容範囲内であること。
記録確認：
寸法が実施計画のとおりであることを寸法検査記録等により
確認する。

外観・据付
確認※8

各部の外観を確認する。
機器の据付位置および据付状態を確
認する。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据付
されていること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを確認する。
（耐圧・漏えい確認後に施工するフランジ部については、間
隙もしくは締付けトルクの確認を行う。）

耐圧・漏え
い確認

乳化槽、ブロー水受槽、第2モニタ
リング槽：
静水頭圧力で保持した後、同圧力に
耐えていることを確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分からの漏
えいの有無も確認する。

静水頭圧力に耐え，かつ構造
物の変形等がないこと。
また，耐圧部から漏えいがな
いこと。

記録確認：
静水頭圧力にて10分間保持し、変形の有無、耐圧部からの漏
えいがないことを工場検査記録により確認する。

油吸着樹脂塔：
最高使用圧力の1.5倍の水圧で保持
した後、同圧力に耐えていることを
確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分からの漏
えいの有無も確認する。

最高使用圧力の1.5倍の水圧に
耐え，かつ構造物の変形等が
ないこと。
また，耐圧部から漏えいがな
いこと。

記録確認：
最高使用圧力の1.5倍の水圧にて10分間保持し、変形の有無、
耐圧部からの漏えいがないことを工場検査記録により確認す
る。

※8 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項（乳化槽，ブロー水受槽，油吸着樹脂塔，第2モニタリング槽）

２－２．検査の確認項目（当社）について（油分解装置）①
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強
度・
耐震性

外観・据付
確認 ※9

各部の外観を確認する。
機器の据付位置および据付状態を確
認する。

有意な欠陥がないこと。実施計
画のとおり施工・据付されてい
ること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを確認す
る。

漏えい確
認

運転圧力で耐圧部からの漏えいの有
無を確認する。

耐圧部からの漏えいがないこと。
立会確認：
運転圧力にて10分間保持し、変形の有無、耐圧部からの漏
えいがないことを確認する。

性能
運転性能確
認 ※9 ポンプの運転確認を行う。

実施計画に記載した容量を満足
すること。
また，異音，異臭，異常振動等
がないこと。

立会確認もしくは記録確認：
実施計画に記載した容量にて運転し、運転時に異音、異臭、
異常振動がないことを立会もしくは工場検査記録により確
認する。

※9 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項（循環ポンプ，ブロー水受槽送りポンプ，油吸着樹脂塔送りポンプ，処理水第1モニタリング槽送りポンプ）

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強
度・
耐震性

材料確認
実施計画に記載した主な材料について記
録を確認する。

実施計画のとおりであるこ
と。

記録確認：
主な使用材料が実施計画のとおりであること、成分・強度
等が適合していることを材料検査証明書（ミルシート）等
により確認する。

寸法確認
実施計画に記載した主要寸法について記
録を確認する。

寸法が許容範囲内であるこ
と。

記録確認：
寸法が実施計画のとおりであることを寸法検査記録等によ
り確認する。

外観・据付
確認 ※10

各部の外観を確認する。
機器の据付位置および据付状態を確認す
る。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据
付されていること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを確認す
る。

耐圧・漏え
い確認

最高使用圧力の1.5倍の水圧で保持した
後、同圧力に耐えていることを確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分からの漏えい
の有無も確認する。

最高使用圧力の1.5倍の水
圧に耐え，かつ構造物の変
形等がないこと。
また，耐圧部から漏えいが
ないこと。

記録確認：
最高使用圧力の1.5倍の水圧にて10分間保持し、変形の有
無、耐圧部からの漏えいがないことを工場検査記録により
確認する。

確認事項（酸化分解機）

※10 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

２－２．検査の確認項目（当社）について（油分解装置）②
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強
度・
耐震性

材料確認
実施計画に記載した主な材料について記
録を確認する。

実施計画のとおりであるこ
と。

記録確認：
主な使用材料が実施計画のとおりであること。成分・強度
等が適合していることを材料検査証明書（ミルシート）等
により確認する。

寸法確認
実施計画に記載した外径，厚さについて
記録を確認する。

実施計画のとおりであるこ
と。

記録確認：
寸法が実施計画のとおりであることを寸法検査記録等によ
り確認する。

外観・据付
確認※11

各部の外観を確認する。
配管の据付位置および据付状態を確認す
る。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据
付されていること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを確認す
る。（耐圧・漏えい確認後に施工するフランジ部について
は、間隙もしくは締付けトルクの確認を行う。）

耐圧・漏え
い確認

最高使用圧力の1.5倍の水圧で保持した
後、同圧力に耐えていることを確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分からの漏えい
の有無も確認する。

最高使用圧力の1.5倍の水
圧に耐え，かつ構造物の変
形等がないこと。
また，耐圧部から漏えいが
ないこと。

記録確認：
最高使用圧力の1.5倍の水圧にて10分間保持し、変形の有
無、耐圧部からの漏えいがないことを工場検査記録により
確認する。

確認事項（主配管（鋼管））

※11 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

２－２．検査の確認項目（当社）について（油分解装置）③
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強
度・
耐震性

材料確認
実施計画に記載した主な材料につい
て記録を確認する。

実施計画のとおりであること。

記録確認：
主な使用材料が実施計画のとおりであること、成
分・強度等が規格に適合していることを図面、材料
検査証明書（ミルシート）等により確認する。

寸法確認
実施計画に記載した指定サイズ（呼
び径）であることを確認する。

指定サイズ（呼び径）であること。
記録確認：
寸法が指定のサイズであることを納品記録等により
確認する。

外観・据付
確認 ※12

各部の外観を確認する。
配管の据付位置および据付状態を確
認する。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据付されて
いること。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていることを
確認する。（耐圧・漏えい確認後に施工するフラン
ジ部については、間隙もしくは締付けトルクの確認
を行う。）

耐圧・漏え
い確認

最高使用圧力の1.25倍以上の気圧で
保持した後、同圧力に耐えているこ
とを確認する。
耐圧確認終了後，耐圧部分からの漏
えいの有無も確認する。

最高使用圧力の1.25倍以上の気圧
に耐え，かつ構造物の変形等がない
こと。
また，耐圧部から漏えいがないこと。

記録確認：
伸縮継手メーカ検査基準（一般産業品）による。製
品検査圧力の気圧にて10分間保持し、変形の有無、
耐圧部からの漏えいがないことをメーカ検査記録に
より確認する。

確認事項（主配管（伸縮継手））

※12 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強度
外観・据付
確認

各部の外観を確認する。
機器の据付位置および据付状態を確認す
る。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据付され
ていること。

立会確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据付けられていること
を確認する。

機能
漏えい警報
確認

「漏えい」※13の信号により、警報が発生
することを確認する。

「漏えい」※13の信号により警報が
発生すること。

立会確認：
「漏えい」※13の信号により運転監視画面に警報が
発生することを確認する。

確認事項（漏えい検出装置及び警報装置）

※13 : 漏えい検知器により信号名称は異なる。

２－２．検査の確認項目（当社）について（油分解装置）④
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

漏えい防
止

寸法確認
実施計画に記載した主要寸法につ
いて記録を確認する。

寸法が許容範囲内であること。
記録確認：
寸法が指定のサイズである事を寸法検査記録により
確認する。

外観確認
※14 各部の外観を確認する。 有意な欠陥がないこと。

立会確認または記録確認：
目視にて有意な欠陥がない事を確認する。

※14: 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

確認事項（漏えい拡大防止堰）

確認事項（排ガス系統）
確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

構造強度
外観・据付確
認※15

各部の外観を確認する。
機器の据付位置および据付状態を確
認する。

有意な欠陥がないこと。
実施計画のとおり施工・据付されている
こと。

立会確認もしくは記録確認：
目視にて有意な欠陥がないことを確認する。
目視にて実施計画のとおり据え付けられていることを
確認する。

機能
運転性能
確認※15

運転状態での風量を確認する。

運転状態での装置の状態を確認する。

排気風量が必要排気風量を下回らないこ
と。

異音，異臭，振動，変形等の異常がない
こと。

立会確認もしくは記録確認：
吸引ファン出口側の仮設流量計にて、必要排気風量
1516m3/h以上を確認する。
異音，異臭，振動，変形等の異常がないことを確認す
る。

※15 : 現地では実施可能な範囲とし，必要に応じて記録を確認する。

２－２．検査の確認項目（当社）について（油分解装置）⑤
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確認事項 確認項目 確認内容 判定基準 具体的な確認方法

性能 性能確認
通常運転状態にて通水状態を
確認する。

通常運転状態にて，集合槽（第１
モニタリング槽）へ通水されるこ
と。

立会確認：
通常運転状態にて運転を実施し、集合槽
（第1モニタリング槽）へ通水されることを
確認する。

確認事項（油分解装置）

２－２．検査の確認項目（当社）について（油分解装置）⑥


